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１．はじめに
中国における古代青銅鋳造技術の研究は、近年ようやく盛んになってきた。しかし、多くは唐
代以前に視点がおかれ、とりわけ商、周代の青銅器に集中している。歴史的な研究資料を多く含
んだ商、周代の青銅器は、考古学、歴史学のうえから重要であり、研究がその鋳造技法にまで及
ぶことは当然のことである。その一方、明代（１３６８～１６４４年）、清代（１６１６～１９１１年）の鋳造製品
やその技術は、これまであまり注目されて来なかった。しかし、これらに改めて目を向けると、
古代とは異なった魅力と力強さを持った独自性があり、東アジアの鋳造技術史を検討するうえで
重要な調査研究の対象であることが分かる。
現在、中国で最も古いとされる蝋型鋳造の遺物例は、春秋時代後期の河南省淅川下寺から出土
した青銅器である。中国における蝋型鋳造の発生起源が、それからどれほどまで遡るかは、今後
の調査によるが、今のところは不明だ。それ以前の商代、西周代は、青銅器の鋳造痕跡や出土
鋳型などから、鋳型を分割する鋳造方法であったと考えられている。では、こういった商、西周
代の分割技法が、その後、蝋型鋳造法と混在しながら、中国内でいつの頃まで続いたのか、ある
いはどのように変化して現在に至ったのか、その詳しい変遷は実のところ明らかにされていない。
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中国の鋳造技術はとかく商、周代の青銅器が注目され、これまで明代、清代の青銅器は研究の対象に
ならなかった。したがって、これらの時代の鋳造技術は現在も詳細が明らかにされていない。本稿は、
古代から現代に至る中国の鋳造技術の変遷を体系的に概観するその一研究として、２０００年３月に北京故
宮博物院で調査した明代、清代の青銅罐および鉄罐 合計１５２口の調査内容を報告し、それらの鋳造方法
を考察するものである。
調査した罐に鋳造時の鋳型材が付着して残っていないため、細かい砂を粘土で粘結し焼成する中国の
伝統的な陶范（陶製鋳型）であったろうと推測することしかできない。しかし調査から、鋳型はゲージを
回転させて外范（外型）と内范（内型）を作る方法と、原型から複数の外范で分割する二通りの方法があっ
たことが判明した。故宮の多くの罐を鋳造した後者の技法は、商、周代の外范分割法に類似し、中国の
近世においてもまだ古代鋳造技法と同じ分割法が用いられていたことを示している。
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いずれにしても、東アジアの鋳造技術は、中国古代からの技術変遷を根幹として、韓半島へ伝わ
り、さらには半島南部から日本列島へ伝播し、その後の各地の鋳造技法を形作った。
現代の中国内の工芸品や美術品を鋳造する技法は、筆者が知る限りにおいて、近代的な工業鋳
造技法であるセラミックシェルモールド・ロストワックス法が主流になり、いまや中国で古代の
陶製分割鋳型を多く見ることはできない。一部に、伝統的な陶製分割鋳型を用いて青銅鏡を鋳造
する工房などもあるが、近代に開発された生型鋳造法の造型方法を応用していると思え、古代技
法からはややかけ離れている。およそ二千年前に、日本列島に伝わった陶製分割鋳型法は、現
在も日本各地でわずかに見られる。しかし今後、新素材鋳型の利用が一層増え、あと十数年で、
これらも消滅するのではないかと考えられている。
日本における大型の仏像、銅像の鋳造技法を見てみると、海外からのボルト締め技法を銅像組
立に用いる明治期と、造船のために欧米から伝わった溶接技法を銅像に応用する大正末期に、そ
れぞれ大きな技術変化を遂げ現在に至っている。更にその後、伝統的な陶製鋳型に代わり、樹
脂で砂を固める樹脂鋳型や二酸化炭素で水ガラスを混ぜた砂を固めるガス鋳型が登場する。こう
いった新素材鋳型は焼成する必要がなく大型鋳造を容易にし、ボルト締めや溶接を併用してさら
に大きな銅像を短時間で製作するようになった。このような技術革新はおよそこの１００年の短い
期間に起こった出来事であり、それ以前のおよそ４０００年におよぶ膨大な時間の中では、陶製鋳
型が営々と続いてきた。たとえば、伝統的な日本の鋳造方法で江戸末期に作られた福井県武生市
月光寺の武生大仏と、中国商代の四川省三星堆遺跡出土の青銅大型縦目仮面や立人像を比較
してみると、およそ３０００年の時代の差があるものの、いずれも、陶製鋳型を用い外范を分割し、
複数回に分けて鋳造し組み上げるという、共通した技法で作られていることが分かる。この二例
の概要比較からは、紀元前２０００年頃に中国ではじまった鋳造方法が、それほど姿を変えずごく
近年まで東アジア地域で用いられていたことになる。
中国古代の鋳造技法は世界に類を見ないほどに、高度で独特な発展を遂げた。しかし、研究が
盛んな商・周代の鋳造技法でさえ、その詳細は現在のところ充分に解明されていない。まして
や中国、東アジアにおける鋳造技術の今日に至る変遷については、研究さえ始まっていない。今
後は、各地域、各時代の重要な鋳造製品一つひとつの製作技法を調査解明し、それらの成果をつ
なげて、東アジア全体の鋳造技術の変遷を総合的に研究する必要があると考えている。
こういった観点から、北京故宮博物院の青銅罐、鉄罐は、中国明、清代の大型容器の鋳造技術
を研究するうえで、その数量、大きさなどの面から極めて調査価値が高いと言える。また、形状、
大きさが同時期中国の梵鐘の鋳造技法と類似する点が多くあり、今後の明、清代の鋳造技法研究
において罐研究の持つ意味は大きい。なお、これら故宮の罐は防火用水を溜めておく容器で、冬
季この水が凍らないよう全ての罐は石を円形に組んだ台の上に置かれ、薪を入れる焚き口が一箇
所に設けられている。
２．調査報告
調査の詳細は、＜表１＞にまとめた。一覧表の各項目は以下のような方法、観点で記載している。
＜通し番号＞
調査の多くは故宮北門から入ったため、罐の通し番号は故宮の北に設置されているものから南下
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し、その後、故宮の西、東へと進んでいる。故宮には青銅罐、鉄罐合わせて３０８口あるが（写真１）、
今回、立ち入り禁止区域の罐を除き調査できた罐は１５２口である。
＜設置場所＞
おおまかに罐の有る場所を示し、更に必要な場合は「その他」の欄に詳細な位置を記した。
＜製作時代＞
罐に銘のあるものはその時代を書いた。故宮博物院研究員 王 光堯氏が、筆者の撮った罐の写真
を見て、筆者に製作時代を示したものはそのままその時代を記した。王 光堯氏が示した器形に
倣って筆者が製作時代を判断したものには、その時代の後に「？」の印を付した。
＜材質など＞
鉄錆びのものを鋳鉄、それ以外のものは金彩罐も含め全て青銅とした。
＜寸法＞
総高を測り石台の高さを引いて罐の高さを決めた。径は最も張り出した部分の径で必ずしも口径
ではない。測り方は、目測で計測部を床のレンガに投影し、床を測って径寸法を決めた。このよ
うな計測方法であるうえ、曲がりやすい巻き尺を使っているため、全ての数値は参考値である。
共通する器形の特徴を持つものは「同型」と判断し、そういった一群の罐はそれぞれを計測しな
いで一つの罐の寸法をそのまま他にも記入した。
＜銘＞
錆びで解読できない文字は○で一文字を示した。発見できた文字は全て記録した。製作方法は鋳
造によるものか、鏨彫りかを記した（写真２．３．４．５．６．７．８）。
＜鋳型製作法（外型・外范）＞
ゲージを回転させた時に残る痕跡を持つものを「挽き型」とし、分割した鋳バリを持つものや分
割の痕跡を持つものを「分割型」とした。また、可能性は高いが断定できないものは「？」の印を
付した（以下同様）。
＜鋳型製作法（内型・中子）＞
ゲージを回転させた時に残る痕跡を持つものを「挽き中子」とした。器内面を手で撫で肉眼で観
察して回転形状でないと判断できるものは、「削り中子」とした。
＜鈕の形状・孔の形＞
少し角があり四角ばって完全な半円形でないものも「半環」の鈕とした。鬼のような顔の鈕は
「鬼面」と便宜的に名づけた。完全な円形の孔を「丸」とし、一部に直線を持ち完全な円形でな
い孔は、直線の割合に関わらず全て「半丸」とした。「鬼面」のものは孔形を記していない。
＜鈕の製作法＞
鬼面鈕は複数の鋲を打ち込んで固定し、さらに罐本体を掘って埋め込んでいるため「鋲止め象嵌」
とした。半環鈕で鈕周辺に段差痕跡のあるものは「埋け込み型」とし、鈕の上面を分割線が通る
ものは「鈕原型から込め抜く」と記した。
＜湯口・堰など＞
罐の器底裏に石台の隙間から手を入れ、鋳造時の湯（溶けた金属）を流し込んだ位置が確認できた
ものを記した。
＜その他＞
分割型の原型製作法、鈕の製作法など鋳造技法のうえから重要な事項を記した。
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１５�
交泰殿の�
東側・南�
北方向の�
通路�
清�
青銅�
金彩�
＊削り中子 ？�
（内面に不規則な凹凸面が有り、
　挽き中子ではない？）�
＊挽き中子？�
＊挽き中子？ �
（不規則な凹凸面有り、粗く挽
　いたものか？）�
２対４口 �
・乾清門南の最東と東から２番目、最西
　と西から２番目は対で同型�
―�
１６８�
不　明�
１６� 清�
３対６口 �
・乾清門南の東から３，４，５番目、西か
　ら３，４，５番目は対で同型�
不　明�
１７� 清� 青銅�
１対２口 
不　明�
１８� 清� 青銅�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１３個・１２個・？個）�
・底は？�
１対２口 �
・鬼面形鈕が紛失し、その取り付け方の
　詳細が判明する�
―�
１５５�
不　明�
１９� 明� 鋳鉄�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１２・１２・１２個）�
・底は１型�
１対２口のうちの南側の罐 �
・南の罐には２０㎝間隔で波打った縦帯
　があり、原型はゲージ を回転して作っ
　たものか�
無�
半環�
・�
丸�
不　明�
１６０�
１００�
柵に囲まれ調査不可能�
不　　　明�
（白錆多い）�
不　　　明�
（白錆多い）�
柵に囲まれ調査不可能�
―�
青銅�
金彩�
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三
　
船
　
温
　
尚
２１�
２０�
乾清宮 �
南�
景運門�
東�
明�
明�
青銅�
金彩�
鋳鉄�
無�
一百五十九号 �
 (鏨彫り線)
無�
一百二十二号 �
 (鏨彫り線)
無�
一百三十号 �
 (鏨彫り線)
２対４口 同型 �
・鈕は１罐に１６個 �
・全面金彩で柵に囲まれているため多く
　が観察不可能�
１対２口のうちの北側の罐�
・№１９，２０は共に、鈕の周辺に別に作
　ったパーツ型を埋め込んだ段差面が有
　り�
―�
１８５�
―�
１６０�
大明萬暦年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
無�
半環�
・�
半丸�
半環�
・�
半丸�
半環�
・�
半丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
変形丸�
半環�
・�
丸�
不　明�
埋け込み�
埋け込み�
埋け込み�
埋け込み�
埋け込み�
不　明�
不　明�
２２� 乾清門�
北の西� 明�
？�
青銅�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１５・１４・１２個）�
・底は１型�
＊分割型 �
・側面は４段  �
（１４・１２個・？・？）�
・底は１型�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１２個・？・？）�
・底は１型�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
＊挽き中子�
・ゲージを回転させた跡あり�
＊挽き中子�
・口唇内側にゲージを回転させ
　た挽き跡線あり�
＊挽き中子�
・口唇内側にゲージの挽き跡線
　多く有り。中段にも２本ゲー
　ジ線有り�
＊挽き中子�
・挽き跡線有り。その線の上に
　筆で炭粉（？）を塗った跡有り�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
乾清宮内庭の南側の西�
 ・鈕の上を外型の分割線が通る�
 ・同内庭には東西に７対１４口 （№２２～
　３５）が有る�
無�
無�
無�
無�
不　明�
２３� 月華門�
東側� 明�
？�
青銅�
不明�
（観察不可能）�
乾清宮内庭の西側の最南 �
・鈕の上を外型の分割線が通る ことから、
　鈕は埋け込み法ではなく込め抜く方法�
本体に付け�
た鈕原型か�
ら込め抜く�
本体に付け�
た鈕原型か�
ら込め抜く�
本体に付け�
た鈕原型か�
ら込め抜く�
不　明�
２４� 月華門�
東側�
月華門�
東側�
月華門�
東側�
月華門�
東側�
月華門 �
東側�
明�
？�
青銅�
青銅�
乾清宮内庭の西側の南から２番目 �
・鈕の上や鈕のギリギリを外型の分割線
　が通る�
不　明�
２５� 明�
？�
乾清宮内庭の西側の南から３番目 �
・鈕の周辺に埋け込み段差有り�
 ・器底裏端に凸の湯口跡か �
・鋳造時のガスの窪み口唇に有り�
器底の�
裏？�
器底の�
裏？�
器底の�
裏？�
器底の�
裏？�
２６� 明� 青銅�
乾清宮内庭の西側の南から４番目 �
・器底裏端に凸の長方形と中央に凸の円
　形（径１２㎝）有り �
・鋳造時のガスの窪み口唇に有り�
２７� 明�
？�
青銅�
乾清宮内庭の西側の南から５番目�
 ・器底裏端に凸と凹の長方形と中央に凸の円
　形（径３㎝）有り ・通し番号２５～２８の口唇
　上面に鋳造時のガスの窪み全面に有り�
乾清宮内庭の西側の南から６番目 �
・器底裏端に凸の長方形（１３×２.５㎝)と中
　央に凸の形有り ・口唇の窪みは一周に有り
　激しく、ヌメリとした部分も有る�
２８� 明�
？�
青銅�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１６・１６・１２個）�
・底は１型�
１７５�
１１２�
１６８�
１０９�
１５５�
９６�
１２６�
８４�
１２６�
８４�
１２６�
８４�
１２６�
８１�
不　　　明�
（白錆多い）�
不　　　明�
（白錆多い）�
不　　　明�
（白錆多い）�
不　　　明�
（白錆多い）�
不　　　明�
（白錆多い）�
通
し
番
号
№�
製
作
時
代�
材
質
な
ど�
設　置�
場　所�
寸　法�
高�（cm）�
径�（cm）�
（約）� 銘�
（製作方法）�
鋳 型 製 作 法 �
外　　型�
（外　范）�
鋳 型 製 作 法 �
内　　型�
（中　子）�
鈕 の 形 状�
・ �
孔 形�
鈕の製作�
方　　法�
湯口 �
堰�
など�
そ　の　他�
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中
国
明
・
清
代
の
鋳
造
技
法
３１�
３０�
日精門�
西側�
日精門�
西側�
明�
？�
明�
？�
無�
三十六号 �
 (鏨彫り線)
無�
二百十二号 �
 (鏨彫り線)
乾清宮内庭の東側の南から２番目 �
・器内底に３×２㎝の凸方形が２個有り
（型持ちか）�
・器表面鏨で彫り崩す(鋳型崩れか)
乾清宮内庭の東側の最南 �
・鈕ぎりぎりを外型の分割線が通る�
・罐に横の凸帯があり、ゲージを回転し
　て原型を作る�
無�
無�
半環�
・�
半丸�
半環�
・�
―�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
半丸�
半環�
・�
半丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
―�
半環�
・�
半丸�
埋け込み�
埋け込み�
不　明�
３２� 日精門�
西側� 明�
？�
青銅�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１０・８・１個）�
・底は１型�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１０・８・１個）�
・底は１型�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
＊挽き中子�
・口唇内側にゲージを回転させ
　た挽き跡線あり�
＊挽き中子�
・不規則な凹凸面があり完全な
　回転形ではないが、横挽き線
　有り�
＊挽き中子�
・粗い挽き中子。内面上部にゲ
　ージがぶれた縦線の跡有り�
＊挽き中子�
・内面上部にゲージがぶれた縦
　線の跡有り�
＊挽き中子？�
・白錆多いが、口唇近くにゲー
　ジのぶれた縦線が有り、削り
　法併用か�
＊分割型�
・側面は２段�
　（１２・１０個）�
・底は１型�
＊分割型�
・側面は２段�
　（１２・１２個）�
・底は１型�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１０・８・１個）�
・底は１型�
乾清宮内庭の東側の南から３番目 �
・罐に一周横の凸帯があり、ゲージを回
　転して原型を作る �
・外型側面下段は環状の１型�
無�
無�
無�
無�
不　明�不　明�
３３� 日精門�
西側� 明�
？�
青銅�
青銅�
青銅�
乾清宮内庭の東側の南から４番目 �
・罐表面に上下逆に４５度の角度で垂れ
　た筆塗りの跡有り。外型を回転して何
　かを塗ったためか�
本体に付け�
た鈕原型か�
ら込め抜く�
本体に付け�
た鈕原型か�
ら込め抜く�
掘り込みか？�
段差無く抜�
勾配でない�
掘り込みか？�
段差無く抜�
勾配でない�
掘り込みか�
込め抜きか？�
不　明�
３４� 日精門�
西側�
日精門�
西側�
交泰殿の�
西側・�
南北方向�
の通路�
交泰殿の�
西側・�
南北方向�
の通路�
交泰殿の�
西側・�
南北方向�
の通路�
明�
？�
青銅�
青銅�
乾清宮内庭の東側の南から５番目 �
・器底裏中央に径約１０㎝の凸円形有り。
　湯口には太すぎるか �
・ゲージ回転で原型作る�
不　明�
不　明�
不　明�
不　明�
不　明�
３５� 明�
？�
乾清宮内庭の東側の南から６番目�
・器底裏中央に径約４㎝の凸円形有り�
・端に１０×１.５㎝の凸長方形が有り。
　湯口の可能性あり�
器底の�
裏？�
器底の�
裏？�
３６� 明� 青銅�
通路の最南（月華門西）�
・１個の外型に２個の鉄型持ち使用（外
　で１～２㎝、内で０.５㎝の方形）。ゲ
　ージで原型を作る�
通路の南から２番目 �
・１個の外型に１個の鉄型持ち �
・４つの鈕は大きさが異なり、抜け勾配
　でない。掘り込みか�
通路の南から３番目 �
・鈕には埋け込みの跡は無い�
 ・側面と底の角に鋳バリが有る �
・キサゲの仕上げ痕表面に有り�
３７� 明�
？�
青銅�
３８� 明�
？�
青銅�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１５・１５個・？）�
・底は１型�
＊分割型 �
・側面は４段  �
（１２個？・？・？・？）�
・底は１型�
無�
１３０�
７９�
１３０�
８３�
１６５�
１１４�
１４５�
９６�
１２６�
７８�
１３０�
８２�
１３０�
７２�
１３２�
７４�
１２６�
９０�
不　　　明�
（白錆多い）�
不　　　明�
（白錆多い）�
不　　　明�
（白錆多い）�
不　　明�
（なだらかな内面だが白錆多い）�
本体に付け�
た鈕原型か�
ら込め抜く�
乾清門�
北の東�
２９� 明�
？�
青銅�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１３・１２・１１個）�
・底は１型�
乾清宮内庭の南側 �
・鈕の上を外型の分割線が通る。鈕孔は
　後で鈕鋳型に埋め込みか接着 �
・口唇外側面に一周，分割線有り�
無�
半環�
・�
半丸�
不　明�
１６５�
１１０� 不　　　明�
（白錆多い）�
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三
　
船
　
温
　
尚
４１�
４０�
明�
？�
明�
？�
大明○○○○�
御用監吉日造�
（陽鋳文字）�
無�
二百九十五号 �
 (鏨彫り線)
通路の南から６番目 �
・ゲージを回転して原型を作りそれ
　から外范を分割�
 ・中子は完全な挽き型ではない�
通路の南から５番目 �
・各鈕の上部に埋け込み割り付け線（凸
　線）有り �
・№３９と同一ゲージ使用か�
無�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
半丸�
半環�
・�
半丸�
半環�
・�
半丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
丸�
不　明�
埋け込み�
埋け込み�
埋け込み�
不　明�
不　明�
４２� 太和門�
南の西側�明�
鋳鉄�
＊挽き型�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１０・１０・１０個）�
・底は１型�
＊挽き型�
・側面は３段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計３個）�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１０・１０・１０個）�
・底は１型�
＊挽き中子�
・口唇内部に挽き跡（凸線）有り�
＊挽き中子�
・口唇内部に挽き跡有り�
＊挽き中子�
（器内底中心部に同心円の挽き
　跡有り）�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１０・１０・１０個）�
・底は１型�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１４・１４・１４個）�
・底は１型�
・横に１本合范線有り。一部横挽き
　線有り。外范は挽き型か �
・鈕に埋け込み跡は無い。本体と鈕
　の角は丸い�
無�
無�
無�
無�
無�
不　明�不　明�
不　明�
不　明�４３�
太和門�
南の東側�明�
鋳鉄�
青銅�
青銅�
・縦に大きな波打ち跡が有り、ゲー
　ジ回転で原型を作る �
・鈕に埋け込み跡は無く、分割線に
　近い。蝋の可能性も有り�
　埋け込み�
（埋け込みの�
　割り付け線�
　有り）�
不　明�
４４� 養心殿�
東�
箭亭�
北の西側�
箭亭�
北の東側�
太和門 �
北の西側�
交泰殿の�
西側・�
南北方向�
の通路�
交泰殿の�
西側・�
南北方向�
の通路�
明� 青銅�
鋳鉄�
・器外底の端に６×１０cmの凸楕円
　形１個確認。湯口か�
・器外底の中心に径２cmの窪み有り。
　ゲージ回転穴の修整痕跡か�
不　明�
不　明�
不　明�
４５� 明�
・鈕は合范線から２cmと近い。埋け
　込み法は困難か。本体原型に土か
　蝋の鈕原型を付け、外范を分割し
　たか�
器底の�
裏？�
４６� 明�
？�
鋳鉄�
・４鈕は合范線から１４，１４，１８，
　２４mmとどれも近く、周囲に段差
　有り。パーツ型を原型表面に置い
　て外范の中に埋め込む方法か�
・太和門北から１番目の罐・ゲージで原型を
挽き外范分割・太和殿前庭の西半分には２種
類の形の罐が有り、№４７と同型の鉄罐が他
にも１０口有る・孔は器面よりも一段下がる�
４７� 明�
？�
鋳鉄�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１０・８・１個）�
・底は１型�
１２０�
８５�
１２８�
９６�
１３０�
８３�
１３５�
７７�
１８８�
１０７�
１２５�
９７�
１２８�
９６�
１７０�
１１３�
不　　明�
（錆が強く内面激しく変形）�
不　　明�
（内面激しい錆び）�
不　　明�
（錆激しい）�
不　　明�
（錆激しい）�
不　　明�
（錆激しい）�
無�
一百四十五号 �
 (鏨彫り線)
埋け込み�
＊挽き中子�
・口唇内部に挽き線有り�
　内面はゲージを回転させたき
　れいな曲面�
交泰殿の�
西側・�
南北方向�
の通路�
３９� 明�
？�
青銅�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
通路の南から４番目�
・鈕は同原型から型抜きをし埋け込み �
・鋳造時のガスの窪み口唇に有り。口唇
　部の型焼き不足からガス発生か�
半環�
・�
丸�
不　明�
１３０�
８３�
通
し
番
号
№�
製
作
時
代�
材
質
な
ど�
設　置�
場　所�
寸　法�
高�（cm）�
径�（cm）�
（約）� 銘�
（製作方法）�
鋳 型 製 作 法 �
外　　型�
（外　范）�
鋳 型 製 作 法 �
内　　型�
（中　子）�
鈕 の 形 状�
・ �
孔 形�
鈕の製作�
方　　法�
湯口 �
堰�
など�
そ　の　他�
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５１�
５０�
清�
清�
不　明�
・同型の金彩罐が東西に２対４口有
　る。柵で仕切られているため近く
　での調査不可能。�
・保和殿の金彩罐より平たい形�
・同型の金彩罐が東西に２対４口有
　る。柵で仕切られているため近く
　での調査不可能。多く不明。寸法
　もおよそのもの�
半環�
・�
不明�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
丸�
半環�
・�
半丸�
５２� 交泰殿�
東西�
太和殿�
南の西�
保和殿�
南の西�
明�
？�
青銅�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
＊挽き型�
・側面は２段で、器底型は側面
　の１段と一体になっている（外
　型は計２個）�
＊挽き中子�
＊挽き中子�
＊挽き中子�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１１・？・？個）�
・底は１型�
＊分割型？�
・側面は４段？（上から１８，３０，
　３０cmの位置に横一周象嵌跡
　有り）・底は不明�
・立ち入り禁止区域で遠くから観察
　のみ。東西両側に各２口の計４口
　の青銅罐が有る�
５３� 坤寧門�
南� 明�
？�
青銅�
青銅�
金彩�
青銅�
金彩�
・４口のうち最も西側の罐�
５４� 坤寧門�
南�
坤寧門 �
南�
坤寧門�
南�
皇極殿�
南の西側�
明�
？�
青銅�
青銅�
・４口のうち西から二番目�
・鈕の周辺に埋け込みの段差痕跡有
　り �
・№５３の罐と同型か�
５５� 明�
？�
・４口のうち西から三番目 �
・罐表面と内面に挽き跡有り�
・№５３，５４と口唇の形が少し異な
　る�
５６� 明�
？�
青銅�
・４口のうち西から四番目�
・東側の鈕間に「天」の一文字が鏨
　彫りで有り�
・皇極殿前庭西半分にある４罐のうちの
　南の最も東の罐・罐の肩に２本の横凹
　帯が有り、ゲージで原型を作り外范分割�
・合范鋳バリ部を象嵌の可能性有り�
５７� 清� 青銅�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�
�
�
柵のため調査不可能�
�
�
柵のため調査不可能�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
―�
―�
１３０�
８２�
１７０�
―�
１９５�
―�
１３０�
８２�
１３０�
８２�
１３０�
８５�
１３０�
９７�
不　　明�
（白錆び強い）�
無�
二百五十三号 �
 (鏨彫り線)
無�
二百八十五号 �
 (鏨彫り線)
無�
四号 �
 (鏨彫り線)
無�
天�
 (鏨彫り線)
�
�
鬼面�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
埋け込み�
�
�
埋け込み�
�
�
埋け込み�
�
�
不　明�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
半環�
・�
丸�
埋け込み�
＊分割型 �
・側面は３段  �
（１４・１４・１４個）�
・底は？（底角錆び激しい）�
罐本体に鋲�
と象嵌で止�
める�
太和門�
北の西側�
隆宗門�
東の北側�
不　明�
・太和門北から西へ２番目の罐 ・ゲージで原
型を挽き外范分割 ・同西半分には№４８と同
型の鉄罐が他に７口有る。№４７より下が膨れ
た形。同東半分にも計１９口の鉄罐が有る�
４８� 明� 鋳鉄�
４９� 清� 青銅�
不明�
（器表面は充分な研磨仕上げで
　鋳型合わせ不明）�
・１対２口 �
・同南側にも青銅罐が有り一対をな
　す�
無�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
鬼面� 不　明�
１７０�
１１５�
１８５�
１３０�
不　　明�
（錆激しい）�
不　　明�
244
三
　
船
　
温
　
尚
６１�
６０�
・皇極殿前庭東半分にある４罐のう
ちの南の最も西の罐・№５７と同型
で同銘・横に一周小さな象嵌の跡が
直線的に見える�
・皇極殿前庭西半分にある４罐のう
ちの西の南から３番目・№５７と同
型で同銘・３０cm間隔で縦にも象嵌
の跡が有るようだが断定できない�
６２�
＊分割型？ �
・側面は４段？（上から２０，３０，
　３０cmの位置に横一周象嵌跡
　有り） ・底は不明�
＊分割型？ �
・側面は４段？ �
（上から１７，３０，３０cmの位
　置に横一周象嵌跡有り）�
＊分割型？ �
・側面は４段？ �
（上から１４，３０，３０cmの位
　置に横一周象嵌跡有り）�
＊分割型？ �
・側面は４段？ �
（上から１８，３１，２５cmの位置
　に横一周象嵌跡有り）�
＊分割型？�
・側面は４段？（上から１８，２６，
　３０cmの位置に横一周象嵌跡
　有り）・底は不明�
＊分割型？ �
・側面は４段？（上から１６，２７，
　３６cmの位置に横一周象嵌跡
　有り） ・底は不明�
＊分割型？ �
・側面は４段？（上から１７，３０，？
　cmの位置に横一周象嵌跡有
　り） ・底は不明�
・皇極殿前庭東半分にある４罐のう
ちの南の西から２番目・罐の肩に同
じ２本の横凹帯が有り、№５７と同
型で同銘�
６３�
・皇極殿前庭東半分にある４罐のう
ちの東の南から２番目・罐の肩に同
じ２本の横凹帯が有り、№５７と同
型で同銘�
６４�
皇極殿�
南の�
東側�
皇極殿�
南の�
東側�
皇極殿�
南の�
東側�
皇極殿�
南の�
東側�
皇極殿�
南の�
西側�
皇極殿と�
寧寿宮の�
間の庭�
西側�
皇極殿と�
寧寿宮の�
間の庭�
西側�
・皇極殿前庭東半分にある４罐のう
ちの東の南から３番目・罐の肩に同
じ２本の横凹帯が有り、№５７と同
型で同銘�
６５�
・西庭にある３口のうちの南側の罐 
・肩に２本の横凹帯が有り№５７と
　同型で同銘�
６６�
・西庭にある３口のうちの北側の罐 
・肩に２本の横凹帯が有り№５７と
　同型で同銘�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
１３０�
９７�
１３０�
９７�
１３０�
９７�
１３０�
９７�
１３０�
９７�
１３０�
９７�
１３０�
９７�
�
�
鬼面�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
　鬼面取れ鉄
　鋲残る�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
清�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
清�
�
�
清�
�
�
清�
�
�
清�
�
�
清�
�
�
清�
＊分割型？�
・側面は４段？（上から１６，３０，？
　cmの位置に横一周象嵌跡有
　り）・底は不明�
皇極殿�
南の西側�
皇極殿�
南の西側�
・皇極殿前庭西半分にある４罐のうちの
　南の東から２番目・肩に２本横凹帯が
　有り№５７と同型で同銘。鋳バリ部に
　は鋳造トラブルが多く補修に象嵌か�
５８� 清� 青銅�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�５９� 清� 青銅�
＊分割型？�
・側面は４段？（上から１４，３０，
　３０cmの位置に横 一周象嵌跡
　有り）・底は不明�
・皇極殿前庭西半分にある４罐のう
　ちの西の南から２番目・№５７と同
　型で同銘・器内面挽き型のようだ
　が象嵌で補修し研磨のため不明�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�１３０�
９７�
１３０�
９７�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
通
し
番
号
№�
製
作
時
代�
材
質
な
ど�
設　置�
場　所�
寸　法�
高�（cm）�
径�（cm）�
（約）� 銘�
（製作方法）�
鋳 型 製 作 法 �
外　　型�
（外　范）�
鋳 型 製 作 法 �
内　　型�
（中　子）�
鈕 の 形 状�
・ �
孔 形�
鈕の製作�
方　　法�
湯口 �
堰�
など�
そ　の　他�
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７１�
７０�
・№５７と同型�
・１対２口�
・東庭にある３口のうちの西側の罐。
　№６７と同型で同銘�
・縦にも象嵌の線がかすかに有り�
７２�
＊分割型？ 
＊分割型？ 
＊分割型？ �
・側面は４段？�
（上から１９，３４，？cmの位置
　に横一周象嵌跡有り）�
＊分割型？ 
・№６７、７０と同型か�
７３�
・№５７と同型�
・２対４口�
７４�
頤和軒�
北の東�
頤和軒�
北の西�
珍妃井戸�
楽寿殿西�
乾隆花園�
楽寿殿�
南�
養性門�
南�
皇極殿と�
寧寿宮の�
間の庭�
東側�
・№５７と同型�
・１対２口�
７５�
・大きさは№５７に近いが肩に２本
　の横凹帯無し�
・１対２口�
７６�
・№５７と同型�
・４口�
�
�
不　　明�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（縁線鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（縁線鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（縁線鏨彫り）�
１７０�
１１５�
�
�
鬼面�
�
�
不　明�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
清�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
―�
�
�
清�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
―�
�
�
清�
�
�
清�
＊分割型？ �
・側面は４段？ �
（上から２０，３０，３５cmの位置
　に横一周象嵌跡有り）�
＊分割型？ �
・側面は４段？ �
（上から１７，３０，？cmの位置
　に横一周象嵌跡有り）�
皇極殿と�
寧寿宮の�
間の庭�
東側�
皇極殿と�
寧寿宮の�
間の庭�
東側�
皇極殿と�
寧寿宮の�
間の庭�
西側�
・西庭にある３口のうちの東側の罐 �
・鬼面紛失、９×９mmの鉄鋲残る�
・東庭にある３口のうちの南側の罐 �
・肩に２本の横凹帯が有り№５７と同型
　で同銘�
６７�
６８�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�
�
�
不　　明�６９�
＊分割型？ �
・側面は４段？ �
（上から１６，２６，？cmの位置
　に横一周象嵌跡有り）�
・東庭にある３口のうちの北側の罐 
・肩に２本の横凹帯が有り№５７と
　同型で同銘�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
大清乾隆年造�
（文字縁線の鏨彫り）�
１７０�
１１５�
１３０�
９７�
１３０�
９７�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
�
不　明�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
　罐本体に鋲�
　と象嵌で止�
　める�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
鬼面�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
青銅�
�
�
清�
�
�
清�
�
�
清�
３．鋳造方法の考察
時代別技法の特徴
技法が明確で、王 光堯氏が製作時代を示した罐は２２口と少ない。いずれも明代の罐で外型が
挽き型のものは６口（うち２口は内型が挽き型、４口は不明）、分割型のものは１６口（うち２口は
内型が挽き型、１４口は不明）となる。この他の、可能性は高いが技法断定できないという「？」を
記した罐の合計１１５口（明代７３口、清代４２口で、他に未調査箇所の多いNo．７１～No．７６の１５口は除
く）を合わせた計１３７口について、外型製作技法別に時代分けした＜表２＞と、内型製作技法別
に時代分けした＜表３＞からは、次のような概要が見える（筆者が判定した時代の罐も含む）。
外型の製作技法＜表２＞の中で、清代の「不明」２８口の内容は、いずれも「大清乾隆年造」
の鏨線彫りの銘があり、そのうち１８口が金彩罐である。この２８口は表１で「分割型」と判断し
たNo．５７～７０の清代の罐と器形が共通し、同じ「大清乾隆年造」の鏨線彫り銘があることから、
No．５７～７０同様に外型は分割型である可能性が極めて高い。この２８口とNo．５７～７０の器形は、い
ずれも口径が胴径より著しく小さく、挽き型法が明らかな罐に共通する口径が胴径より大きいか
ほぼ同じということとは異なる。これらのことから、清代の全ての罐は、外型を分割型で鋳造し
た可能性が極めて高いといえる。外型の技法が明らかな明代の８６口には、＜表４＞で示す通り、
４３口の分割型と１口の挽き型で鋳造した鉄罐が含まれる。これらを除いた明代の青銅罐４２口は、
挽き型１８口と分割型２４口になる。
内型の製作技法＜表３＞の明代の「不明」６７口には、鉄罐の４４口が含まれる。鉄罐の内面は
いずれも鉄錆が激しく発生し、その製作技法を推測することはとうていできない。青銅罐も内面
に鉛の影響を受けたと思える白錆が厚く、充分な観察ができない。清代罐の口唇部は研磨が丁寧
になされているため、さらに技法判定を困難にしている。２口としている明代の「削り中子」は、
内面に凹凸がありゲージを回転する挽き中子法ではないように思えるが、一方では器底角がシャ
ープで実のところいずれか明確に判断できない。すなわち、挽き中子法の後、中子が崩れた可能
性を否定できない。また、柵などに囲まれた金彩罐などはその内部を観察することができず、未
調査としたものが多くある。
鉄罐だけを抜き出した＜表４＞からは、清代に鉄罐は製作されなかったことが分かる。明代
の鉄罐はほとんどが分割型で作られたが、外型を挽き型で鋳造し、陽鋳文字の銘を持つNo．４２は
極めて重要な鉄罐といえる。
また、明代、清代の罐に、大きさ、形状で明確な時代別区分をすることはできない。しかし、
大まかには、明代の多くの鉄罐は大型でやや縦長形で口径が胴径より小さく、青銅罐はやや小型
で平型で口径が胴径より大きい。清代の青銅罐はおおむね口径が胴径より小さく大型で縦長形で
ある。そして、これらに当てはまらない例外が明代、清代の幾つかの罐にある。
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外型の製作技法�
挽 き 型 �
分 割 型 �
不 　 明 �
合 　 計 �
明　代�
１９�
６７�
９�
９５�
清　代�
０�
１４�
２８�
４２�
合　計�
１９�
８１�
３７�
１３７�
＜表２＞�
内型の製作技法�
挽き中子�
削り中子�
不 　 明 �
未 調 査 �
合 　 計 �
明　代�
２４�
２�
６７�
２�
９５�
清　代�
０�
０�
１８�
２４�
４２�
合　計�
２４�
２�
８５�
２６�
１３７�
＜表３＞�
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技法の詳細
挽き型法
挽き型法は、青銅板、鉄板、木板などで器形の側面図の挽き型ゲージを作り、ゲージの上下
を固定し、ゲージを回転させながら鋳型を作る。現在も、梵鐘や茶の湯釜の鋳造に用いられてい
る（写真９）。外型用ゲージ、中子用ゲージをそれぞれ使い筒形の外型と器の内型になる中子を作
り、これを組み合わせて鋳造する。鋳型が巨大になると筒形の鋳型を複数段に分けて、中子に嵌
めながら下から積み上げる。罐の場合一般的には口を下に伏せた状態で鋳型を組む。この時、口
径よりも胴径が大きければ、最初に組む最下段の筒形の外型は胴に当たり中子にかぶせることが
できない。この筒形を縦に半分に切れば口径が小さい罐でも組み合わせることができるが、挽き
型の大型鋳型に縦に切った痕跡は、ほとんど見られない。
ゲージを固定して鋳型を挽くと、規則正しい回転の平行な横線が鋳型に残り、その跡がそのま
ま鋳造される（写真１０）。また、ゲージ板を挽く時、滑らかに回転しなければゲージが振動してぶ
れが生じる。ぶれながら回転すればそのぶれ跡が縦に鋳型に残り同じくその痕跡が鋳造される
（写真１１）。この横方向の挽き跡と縦方向のぶれ跡と、機械的な回転形であることが挽き型技法の
大きな特徴である。そして、同一ゲージを使えば、同型の罐が複数個鋳造できる。
挽き型法が明らかな１９口の罐のうち１８口は側面鋳型が２段からなり、この１８口全てそのうち
の１段が器底鋳型と一体になっている＜図１＞。すなわち、口を下に伏せた状態で中型を置き、
そこに筒形外型の１段目をかぶせ、次に底の部分の鋳型と一体になった２段目外型を乗せること
になり、鋳型は中型１個、外型２個になる。この１９口のなかで最も大きいNo．４４の罐は側面が３
段で鋳造されている。同じく器底鋳型は最後にかぶせる側面鋳型と一体になっている。
鉄罐の外型製作技法�
挽 き 型 �
分 割 型 �
不 　 明 �
合 　 計 �
明　代�
１�
４３�
０�
４４�
清　代�
０�
０�
０�
０�
合　計�
１�
４３�
０�
４４�
＜表４＞�
二段目の挽き型�
一段目の挽き型�
外型をのせる台部（幅置）�
中　型�
湯口と想定される位置�
↓�
〈図１〉�
�
　■挽き型法の概略図�
　外型は二段に分けて挽く�
　中型も挽き型ゲージで挽く�
　鈕はパーツ型を別に作り埋け込む�
分割鋳型の側面段数�
２ 　 段 �
３ 　 段 �
４ 　 段 �
合 　 計 �
明　代�
７�
５８�
２�
６７�
清　代�
０�
０�
１４�
１４�
合　計�
７�
５８�
１６�
８１�
＜表５＞�
分割型法
分割型法は挽き型法と異なり、鋳型を分割するための原型が必要である。外型を分割した後に、
その原型を目測で削って（あるいは一回り小さく挽き削って）、そのまま中型に転用できる鋳物土
で原型を作るのが合理的である。そして外型を分割した位置には鋳バリが残る。明らかに分割型
法で鋳造した罐の特徴を見ると、大きさや形が同じだけではなく、同じ位置に同じ幅の凹や凸の
横帯が認められるものがある（No．３０．３２．３４．３６．４１．４３．５７などの罐）。このことからゲージを回転
させて鋳物土で原型を作ったことが分かる＜図２＞。同一ゲージで原型を大量に作り、一斉に外
型を分割して短時間で製作した生産の様子が想像できる。このような同一ゲージで原型を作る方
法は、明代、清代いずれにも見られ、特に、太和殿前庭の３８口の明代の鉄罐が２種類のゲージで
原型が作られていることと、皇極殿前庭および寧寿宮前庭にある１４口の清代の青銅罐が２種類の
ゲージで原型が作られていることが際立っている。
明代の青銅罐、鉄罐には鋳バリやピンホールがはっきりと残り、これから鋳型分割位置を判断
することは容易である（写真１２）。一方、充分な研磨仕上げがなされた清代の青銅罐からその分割
位置を確定することは困難である。しかし、皇極殿南庭の多くの罐表面には、鋳バリを削り落と
した線上に発生する鋳引けやピンホールの鋳造トラブルを、象嵌で補修した痕跡が認められ（写
真１３）、この象嵌跡を頼りに分割位置を推測することができる。これをまとめた＜表５＞から、
分割鋳型は明代には３段が多く、清代には４段に限定されていることが分かる。
また、これらの側面の鋳型とは別に器底用の鋳型が別に一つあったことが、罐の器底角にある
鋳バリから判明している（写真１４）。口を下に伏せて外鋳型を組み合わせるとき、たとえば最下段
は１５個、２段目は１４個、３段目は１２個と積み重ね、最後に器底鋳型一枚をかぶせることにな
る＜図３＞。中には、下から２段目までは同様に複数個の鋳型を組み上げ、３段目にはドーナツ
形の１個の鋳型を乗せ、最後に器底型をかぶせるような方法も見られる（No．３２，３４，３８，４１の罐）。
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挽き型�
挽き型（ゲージ）を押える�
回転�
〈図２〉�
　�
　■挽き型（ゲージ）を回転させて原型を作る方法�
　挽き型を回転させて鋳型用土で原型を作る�
　外型を作り分割する�
　分割後中型用挽き型を回転して中型を作る�
挽き型を支える金属�
別に作った�
鈕の原型を�
接着する�
原　型�
外型をのせる台部（幅置）�
中型を作る挽き型（ゲージ）線�
原型を挽く挽き型（ゲージ）線�
挽き型（ゲージ）の凹凸が�
原型の凹凸帯になって現�
れる�
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鋳バリから判断できる分割された一つの鋳型ブロックの大きさは、明代、清代ともに３段、４
段分割のものは約３０×３０cm前後で、厚さ１０～１５cmを想定すると、一人で持運ぶにちょうど手ご
ろな大きさになる。ただし、明代のNo．８のように２段分割のものは一つのブロックが５０×５０cm
と、大型になっている。そして、組み上げた時の安定感を考慮して、全て、１段目と２段目、あ
るいは２段目と３段目の鋳型ブロックの縦辺は、およそ半分ずつあるいは数センチずつ横にずら
してある（写真１４）。
鈕の製作法
４２口の清代の青銅罐の鈕は全て鬼面で、９５口の明代は全て半環状の鈕で、明確に二分される。
鬼面鈕の取り付け方はNo．１８やNo．６７の罐の紛失した鈕の跡に見ることができる。鬼面鈕を別に
鋳造し、罐表面を鏨で彫り込んで鬼面を嵌め込み、罐本体の半球形に青銅や鉄の鋲を１本あるい
は２本打ち込んで固定している（写真１５．１６）。鋲の頭には青銅を象嵌しているため表面からは鋲
の存在は分からない（写真１７）。鬼面と罐の際は鏨で丁寧に締めこんでつなぎ目が分からないよう
に仕上げているものもあれば、そうでないものもある。
明代の半環は孔が丸（円）のものと半丸のものがある。これらの半環は全て罐を鋳造するときに
同時に鋳造される一体のものである。この半環の鋳型の作り方は３通りが推測される。先ず、罐
本体の原型と一体で孔のない半環鈕の土原型を作り、外鋳型を分割するとき同時に鈕原型も込め
抜く方法がある。孔は陶製の円柱形を後で鋳型に埋め込む。このとき、円柱形が少し手前に埋め
込まれてしまった場合、それを削り取り半丸孔になると思われる。この方法の特徴は、分割線が
鈕の上を通過することも可能であることと、鋳造された孔の角は角張っていることである（写真
１８）。そして、この方法は外型が挽き型法である場合には適さず、分割型法に利用される。次は、
時　代�
�
明　代�
外型製作技法�
挽 き 型 �
�
分 割 型 �
孔の形状・罐の口数� 半環鈕鋳型の作り方・内訳口数�
＜表６＞�
丸 　 形 �
半 丸 形 �
丸 　 形 �
半 丸 形 �
１０�
３�
５２�
８�
埋１０�
埋２，不１�
埋４２ ，込２，不５，未３�
込５，掘１，不２�
（埋…埋け込み、込…込め抜き、掘…掘り込み、不…不明、未…未調査）�
〈図３〉�
　�
　■分割法の概略図� 器底の分割型�
三段目の分割型�
二段目の分割型�
一段目の分割型�
外型をのせる部分（幅置）�
中　型�
孔のあいた鈕原型から二つの鋳型で分割しそれを接着して乾燥、素焼きし部分的なパーツ型を作
り、罐鋳型にそれを埋け込む方法がある。この埋け込み法は現在の梵鐘の竜頭型や乳の型に常用
される（写真１９）。この特徴は鋳造された鈕周辺の罐に埋け込みの段差ができることと、孔の角を
丸く作ることができ孔が抜け勾配であることである。罐鋳型に穴を掘って埋け込むため、挽き型
の場合も分割型の場合も、いずれも掘るときに壊れないよう分割線より離れた位置に埋け込むこ
とになる（写真２０．２１）。あるいは、パーツ型を罐原型の表面にのせて、外型作りと同時に外型の
中に埋め込む方法なら、分割線の近くにパーツ型を埋め込むことができる。以上の方法は型を利
用すればほぼ同型の鈕を量産して作ることができる。３番目は、直接、罐本体の鋳型に窪みを半
環形に掘り陶製孔を埋め込む方法である。これは鈕の形がバラバラになり比較的荒い作りの罐に
見られる。これらをまとめたものが＜表６＞である。この表からは明代罐の鈕は、挽き型では
ほぼ全てが埋け込み法で、分割型では埋け込み法が多く、込め抜き法も幾つかあり、掘り込み法
がわずかであることが分かる。
鋳型焼成法
砂や土を粘土で固めた鋳型は粘土中の結晶水を除去しなければ、きれいな鋳造品はできない。
除去するにはおよそ８５０℃で数時間、金属が流れ込む鋳型面を焼かなければならない。すなわち、
土製鋳型は、必ず素焼きの鋳型にしなければ鋳造は成功しない。そして、この焼成方法には二通
りが考えられる。鋳型の外型と中型を全部組み上げてその鋳型を取り囲む大きな窯を築き、薪で
十数時間ほど焼き、鋳型の外から内部の鋳型面にまで熱を送り込む方法がある。もう一つは、鋳
型を組み合わせないで、鋳型面の表面に炭火を乗せその表面だけを焼く方法がある（写真２２）。こ
の場合も４～５時間は要するが前者より使用する燃料は少ない。量産効率からは鋳型をバラバラ
にして焼く後者の方法が有力だが、あくまでも推測の域を出ない。
湯口、堰の位置
充分な研磨仕上げがなされた清代の罐に、金属を流し込んだ湯口や堰の痕跡を見つけることは
できない。冬季に水が凍らないよう罐の下に火を入れる１箇所の焚き口から手を入れて器底を撫
で、これら湯口の跡を探すと、一部の明代の罐にそれを切断したと思える凸形がある。罐ほどの
大きさの鋳造では、罐を伏せた方向で中子を置きそれに外型を組んで鋳造するため、一般的に湯
口、堰は器底に設ける。No．２８には約１３×２．５cmの凸方形、No．３５には約１０×１．５cmの凸方形、
No．４４には約１０×６cmの凸楕円形が器底端に各１個認められる。いずれもこの部分から流し込む
とすれば適度な断面形であり、これらが金属を流し込んだ堰の跡である可能性は高い。１箇所の
堰から流し込んだのであれば、堰の位置が少し高くなるように鋳型をやや持ち上げて、注湯時に
発生するガスが抜けやすいように注湯したのかも知れない。しかし、薪の焚き口から手を入れる
調査では凸方形が一つの罐に何個あるのか充分に確認できず、実際に幾つの堰から注湯したのか
は今後の調査にゆだねられる。
乾清宮内庭西にある幾つかの罐は口唇部上面が激しく窪み、ヌメリとした鋳肌になっている。
これは、口唇部の鋳型焼成が不充分で結晶水が少し残っていた可能性があり、そこに金属を流し
込んだために起きた現象といえる（写真２３）。これから推測できる鋳造時の鋳型は、やはり罐を伏
せた方向で鋳型を組み上げ、器底から注湯したと考えられる。また、鋳型面表面だけを焼く、上
記④の後者の方法であれば、鋳型の構造上、この口唇部は火力が弱くなり鋳型が焼けないことが
多く、その証拠であるのかも知れない。
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№１ 欽安殿南　１対２口の東側の青銅罐
№３ 坤寧門北　１対２口のうち東の青銅罐
№５ 交泰殿東側にある南北方向通路の最北の青銅
罐
№７ 交泰殿東側にある南北方向通路の北から３番
目の青銅罐
№２ 御花園南　２対４口の東から２番目の青銅罐
№４ 鐘粋宮南　１対２口のうち西の青銅罐
№６ 交泰殿東側にある南北方向通路の北から２番
目の青銅罐
№８ 交泰殿東側にある南北方向通路の北から４番
目の青銅罐
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№９ 交泰殿東側にある南北方向通路の北から５番
目の青銅罐
№１１ 景仁宮南　１対２口のうち西の青銅罐
№１５ 乾清門南　２対４口で同型か。青銅金彩罐
№１０ 交泰殿東側にある南北方向通路の北から６番
目の青銅罐
№１４ 齋宮門南　１対２口のうち西の青銅罐
№１６ 乾清門南　３対６口で同型か。青銅金彩罐
№１７ 景運門西　１対２口のうち北の青銅罐 №１８ 奉先門南　１対２口で１罐は鬼面鈕が紛失し
ている。
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№１９ 景運門東　１対２口のうち南の鉄罐 №２１ 乾清宮南　２対４口で同型か。青銅金彩罐
№２３ 乾清宮南庭で月華門東側の最南の青銅罐№２２ 乾清宮南庭で乾清門北側の西の青銅罐
№２４ 乾清宮南庭で月華門東側の南から２番目の青
銅罐
№２５ 乾清宮南庭で月華門東側の南から３番目の青
銅罐
№２７ 乾清宮南庭で月華門東側の南から５番目の青
銅罐
№２６ 乾清宮南庭で月華門東側の南から４番目の青
銅罐
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№２９ 乾清宮南庭で乾清門北の東側の青銅罐
№３１ 乾清宮南庭で日精門西側の南から２番目の青
銅罐
№２８ 乾清宮南庭で月華門東側の南から６番目の青
銅罐
№３０ 乾清宮南庭で日精門西側の最南の青銅罐
№３２ 乾清宮南庭で日精門西側の南から３番目の青
銅罐
№３３ 乾清宮南庭で日精門西側の南から４番目の青
銅罐
№３５ 乾清宮南庭で日精門西側の南から６番目の青
銅罐
№３４ 乾清宮南庭で日精門西側の南から５番目の青
銅罐
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№３７ 交泰殿西側にある南北方向の通路の南から２
番目の青銅罐
№３９ 交泰殿西側にある南北方向の通路の南から４
番目の青銅罐
№３６ 交泰殿西側にある南北方向の通路の最南の青
銅罐
№４０ 交泰殿西側にある南北方向の通路の南から５
番目の青銅罐
№４１ 交泰殿西側にある南北方向の通路の南から６
番目の青銅罐
№４３ 太和門南　１対２口のうち東の鉄罐
№４２ 太和門南　１対２口のうち西の鉄罐
№４４ 養心殿東の青銅罐
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№４５ 箭亭北　１対２口のうち西の鉄罐 №４６ 箭亭北　１対２口のうち東の鉄罐
№４８ 太和殿南庭で太和門北中央から西へ６番目の鉄罐。南庭
西半分に同型が他に７口ある。南庭東西には計３８口の鉄
罐がある
№４９ 隆宗門東　１対２口のうち北の青銅罐
№５１ 太和殿南 ２対４口のうち西の青銅金彩罐
№５０ 保和殿南 ２対４口のうち西の青銅金彩罐
№４７ 太和殿南庭で弘義閣東側の南から６番目の鉄
罐。南庭西半分に同型が他に１０口ある
№５３ 坤寧門南 ４口のうち西から１番目の青銅罐
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№５５ 坤寧門南 ４口のうち西から３番目の青銅罐№５４ 坤寧門南 ４口のうち西から２番目の青銅罐
№５６ 坤寧門南 ４口のうち西から４番目の青銅罐 №５７ 皇極殿南庭の西半分にある４口のうち南の東
から１番目の青銅罐
№５９ 皇極殿南庭の西半分にある４口のうち西の南
から２番目の青銅罐
№５８ 皇極殿南庭の西半分にある４口のうち南の東
から２番目の青銅罐
№６０ 皇極殿南庭の西半分にある４口のうち西の南
から３番目の青銅罐
№６１ 皇極殿南庭の東半分にある４口のうち南の西
から１番目の青銅罐
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№６３ 皇極殿南庭の東半分にある４口のうち東の南
から２番目の青銅罐
№６２ 皇極殿南庭の東半分にある４口のうち南の西
から２番目の青銅罐
№６４ 皇極殿南庭の東半分にある４口のうち東の南
から３番目の青銅罐
№６５ 皇極殿と寧寿宮の間の西庭にある３口のうち
南の青銅罐
№６７ 皇極殿と寧寿宮の間の西庭にある３口のうち
東の青銅罐
№６６ 皇極殿と寧寿宮の間の西庭にある３口のうち
北の青銅罐
№６８ 皇極殿と寧寿宮の間の東庭にある３口のうち
南の青銅罐
№６９ 皇極殿と寧寿宮の間の東庭にある３口のうち
北の青銅罐
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№７０ 皇極殿と寧寿宮の間の東庭にある３口のうち
西の青銅罐
写真１. 故宮内の説明には、青銅、鉄罐あわせて３０８口があり、
そのうち金彩青銅罐は１８口あると記されているが、調
査では２２口あった
写真３. №２１の明代青銅金彩罐の文字縁線の鏨彫
り銘
写真２. №４２の明代鉄罐の陽鋳銘
写真４. №５３の青銅罐に鏨で彫られた「二百五十三
号」
写真５. №１６の乾清門南にある清代青銅金彩罐の
文字縁線の鏨彫り銘
写真６. №５１太和殿南にある清代青銅金彩罐の文
字縁線の鏨彫り銘
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写真７. №５７の皇極殿南にある清代青銅罐の文字
縁線の鏨彫り銘
写真１１. №９の青銅罐の口唇部下の内面には、挽き型ゲージを
回転して中型を作る時に発生するゲージの振動が縦線
の痕跡となって現れている
写真１０. №４０の青銅罐の口唇部内面には２本の凸線が一周めぐ
り、挽き型ゲージを回転して中型を作ったことが分か
る
写真１２. №１０の明代の罐には、外型を分割した縦辺、横辺の位置に無数
のピンホールが発生しそのまま残っている。清代の罐はこの
ピンホールを象嵌で補修している
写真９. 富山県高岡市、（有）金森鋳造の梵鐘外型用の挽き型ゲージを取
り付けたところ。故宮の罐も同様の挽き型ゲージを回転させ
て外型を作ったものがある
写真８. №６２の皇極殿南にある清代青銅罐の文字縁線の鏨
彫り銘。№５７の銘と同形だが、細部は異なる
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写真１３. №６２の清代罐には外型を分割した縦辺、横辺の位置に発生
したピンホールを、象嵌で補修した跡が見える。皇極殿、寧寿
宮の清代罐全てにこの象嵌跡がある
写真１４. №３６の罐の一つ一つの分割型の下方にはそれぞれ２個
の鉄製型持ち（スペーサー）がある。器底角には分割の
鋳バリ跡が見える
写真１５. №１８の清代青銅罐の鬼面鈕がはずれた跡。青銅鋲１本
で鬼面鈕を固定し、埋め込んだ鬼面の際を鏨で締めて
いる
写真１６. №６２の清代青銅罐の鬼面鈕がはずれた跡。鉄鋲２本で
鬼面鈕を固定している
写真１７. 鬼面鈕を固定した鋲の跡は、表面からは分からないよ
うに青銅を象嵌し、頭髪を線彫りする
写真１８. №２３の青銅罐の鈕の上を外型の分割線が通る。鈕孔の
角は角張っている
写真１９. 富山県高岡市、（有）金森鋳造で梵鐘の乳（パーツ型）を外
型に埋けこんでいるところ。故宮の罐の鈕にも埋け込
みの痕跡が見られる
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写真２０. 挽き型で鋳造された№４４の明代青銅罐に見られる埋け
込み法の鈕。鈕周辺に埋け込み時の段差痕跡がある
写真２１. 分割型で鋳造された№４８の明代鉄罐に見られる埋け込
み法の鈕。鈕周辺に埋け込み時の段差痕跡がある。鈕
孔の角は丸まっている
写真２２. 挽き型で鋳造された№２の明代青銅罐に見られる２つ
の挽き型に連続する鋳バリは、２つの挽き型を重ねて
焼成した可能性を示している
写真２３.. №２６の青銅罐の口唇上面には、注湯時に激しいガスが
発生して窪んだ跡が残る。他にも、№２５．２７．２８の罐に口
唇の窪みが見られる
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型持ちと補修痕
No．３６やNo．３７の罐には、鉄の型持ちが見られる（写真１４）。前者は一つの外型ブロックに型持
ち２個で、後者は１個と異なる。その大きさは１～２cmの方形で、内面側は青銅に包まれ見え
る形はわずかになっている。外面側から内側にむかった四角錐形の型持ちの可能性がある。いず
れも鉄錆が現れたため型持ちを発見できたが、他の罐にこのような鉄錆びは認められず、それら
は青銅製の型持ちを使用したのかも知れない。
どの罐も鋳造に成功したわけではなく、大きな補修を施しているものが少なくない。まず、大
きな穴を鋳掛法でふさぎ、完全に密着していない際を象嵌法で更にふさいでいく方法でなされて
いる。鋳造にも多くの人手を要しただろうが、補修や研磨仕上げにも工人の多くの手がかかって
いることが分かる。
４．おわりに
明代、清代の都であった北京には頤和園、首都博物館（孔廟）、大鐘寺博物館、故宮博物院など
に多くの明・清代の鋳造品が今でも設置され、いずれも一般の観光客が間近で見ることができる。
特に故宮にはここで報告した罐のほか、獅子、龍、香炉などの大型鋳造品が数多くある。明・清
の鋳造品の特徴は、５ｍを超える永楽大鐘に代表される巨大さと、全面を丁寧に研磨仕上げした
獅子や細かな形状を鋳出した龍などの精緻さにある。古代に華開いた商・周の青銅器とはいささ
か趣を異にするものの、明・清の鋳造技術は、中国における鋳造文化の中にあって、極めて高い
水準にあり、独自の存在感を強烈に示している。
本稿では、明・清時代別に罐の製作技法の特徴を示し、その詳細を考察した。更に明・清の鋳
造技法を研究するには、先ず、鐘に関する調査があり、次に獅子や龍などに関する調査があり、
そして蝋型鋳造製品に関する調査がある。これらをまとめてようやく明・清の鋳造技術が概観で
きることになる。本稿はその第一歩で始まったばかりだが、明・清の鋳造品が発する力強さに後
押しされながら、今後の調査研究を進めようと考えている。なお、罐と並行して調査した、大鐘
寺博物館での梵鐘鋳造技法に関する報告は別項に改める。
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分割鋳型では型の合わせのわずかな隙間に金属が流れ込み鋳バリになることは避けられない。注湯
の時、製品の厚さに比べ肉厚の極めて薄い鋳バリは製品よりもはるかに早く凝固する。遅れて製
品が凝固するが、先に固体になった鋳バリの付け根を引っ張りながら凝固収縮するためこの部分
に凹の溝が発生する。鋳造後製品を研磨すると鋳バリの両側に鋳バリと並行に深い溝ができるた
め、多くの場合、象嵌で補修することになる。また、象嵌補修していない明代の罐No．１０には、
縦横の鋳バリを研磨した線上に無数のピンホールがはっきりと確認でき、これらを象嵌で補修し
たものが清代罐であろう。従って、この補修象嵌を結んだ線が、鋳バリの発生した合范箇所と考
え、外型を分割した位置と判断した。
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Casting Technique in China during the Ming and the Qing
Dynasty Part I －－－ Report and Observations on Kan
Exhibited in Beijing Palace Museum （the Forbidden City）
Haruhisa MIFUNE
ABSTRACT
Majority of studies in the casting techniques in China have generally conducted on those used for bronze wares made
during the Shang and the Zhou Dynasty， and those during the Ming and the Qing Dynasty have seldom been the object．
Therefore， very little has been revealed about the details of the casting technique during these periods． This paper， as
part of a systematic inquiry of the history of the casting technique in China covering from its ancient to its modern times，
is intended to report my research and observations made at Beijing Palace Museum（the Forbidden City）in March２０００
on the bronze Kan（a huge vessel to store water for extinguishing fires，and heat and keep it unfrozen） and iron Kan of
the Ming and Qing Dynasty．
It can only be assumed that the Kan was made in the conventional Chinese technique where fine sand was mixed with
slip（clay and water）and baked because there was no trace of the molding material left on the surface of the examined
Kan．However， the study has revealed that two molding methods were applied：Molds and cores made by the use of
run molds; Molds made from the prototype and composed of multiple parts． The latter mold－making technique which
was used for the production of majority of the Kans collected in Beijing Palace is similar to that used during the Shang and
the Zhou Dynasty，which indicated that this ancient casting technique was in use even in the recent years．
KEY WORDS
Casting technique
The Ming and Qing Dynasty in China
Beijing Palace Museum（the Forbidden City）
Kan
Run mold technique
Multiple part mold－making technique
